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34，455 1，232 27，475 
35，988 1，165 27，410 
34，100 1，035 23，093 
33，249 1，080 23，766 
33，470 1，407 28，691 
30，809 1，292 24，665 
28，200 1，266 26，314 
24，582 1，487 30，787 
21，691 1，470 33，477 
20，406 1. 543 36，910 
19，815 1.641 40，100 



































全10世0界万計t 日100本万t関(%連) 日本船 外国用船 合計 日本船 外国用船 合計
1981 3，461 644，7 (18.6) 21.5 33.2 54.6 36.6 33.1 69.6 
82 3，199 634.9 (19.8) 22.5 31.5 54.0 40.4 28目8 69.3 
83 3，090 630.5 (20.4) 20.8 30.4 51.2 43.8 26.0 69.8 
84 3，292 683.1 (20.8) 19.6 33.8 53.4 41.3 25.4 66.7 
85 3，293 672.5 (20ι) 18.3 35.7 54.0 41.1 26.7 67.8 
86 3，385 659.8 (19.5) 15.7 33目2 48.5 42.9 26.2 69.1 
87 3，461 675.1 (19.5) 13.8 34.7 48.5 38.5 26.8 65.3 
88 3，675 731.4 (19.9) 10.5 38.2 48.7 35.4 31.4 66.8 
89 3，860 753.8 (19.5) 8.4 38目4 46目8 32.7 34.6 67.3 
90 3、977 769.7 (19.4) 6.9 39.9 46.8 28.6 38.6 67.2 
91 4，110 789.3 (19.6) 6.5 39.7 46目3 27目5 43.1 70.6 





受総量(%) 国内船 輸出船 囲内船主 海外船主
81 1，687 (100) 838 (49.6) 306 532 382 (22.6) 456 (27.0) 
82 1，135 (100) 435 (38.3) 171 264 214 (18.8) 221 (19.4) 
83 1，959 (100) 1，243 (63.4) 259 984 792 (40.4) 451 (23.0) 
84 1，558 (100) 721 (46目2) 248 473 463 (29.7) 259 (16目6)
85 1，290 (100) 645 (50.0) 301 344 500 (38.7) 145 (11.2) 
86 1，266 (100) 483 (38.1) 263 220 400 (31目5) 83 ( 6.5) 
87 1，376 (100) 439 (31.9) 53 386 296 (21.5) 143 (10.3) 
88 1，184 (100) 484 (40.8) 61 423 346 (29.2) 139 (11. 7) 
89 1，930 (100) 863 (44.7) 82 781 435 (22.5) 429 (22.2) 
90 2，407 (100) 1，071 (44.5) 99 972 563 (23.4) 507 (21.0) 
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第4蓑原油海上荷動き量とタンカー船腹の推移
トン・ペー ス (100万トン)トン マイル目ペース (10量トン・マイル) タンカー船腹
年
(%) 全世界 日本 全世界 日本 (%) 隻 数 総トン
1981 1， 170 197.6 (16.9) 7，193 1，106 (15.4) 6，950 17，169 
82 993 184.4 (18.6) 5，212 1，017 (19.5) 7，021 16，682 
83 930 179.8 (19目3) 4.478 993 (22.2) 6.882 15，727 
84 930 185.2 (19.9) 4，508 1，002 (22.2) 6，288 14，438 
85 871 170.2 (19.5) 4，007 922 (23.0) 6，590 13，844 
86 958 164.0 (17.1) 4，640 884 (19.1) 6，490 12，842 
87 970 160.5 (16.7) 4，671 854 (18.5) 6.490 12，766 
88 1，042 166.9 (16.0) 5，065 886 (17.5) 6.565 12.784 
89 1，120 178.0 (15.7) 5，736 963 (17.1) 6，383 12，957 
90 1，190 195.7 (16.71 6.261 1.056 (17.3) 6，609 14，483 
91 1，247 204.7 (17.1) 6，757 1，113 (17.1) 






















年 VLCC ULCC VLCC ULCC VLCC ULCC 
1966 l 
67 l 1 
68 12 2 12 2 
69 41 4 40 4 l 
70 64 61 3 
71 66 53 I 10 
72 69 46 21 
73 83 5 42 5 40 
74 109 9 33 2 75 7 
75 83 25 16 6 62 16 
76 55 34 4 10 50 24 
77 15 22 4 3 11 19 
78 7 7 6 6 
79 4 3 3 3 
80 1 3 1 2 
81 3 1 3 1 
82 1 1 
83 l 2 1 2 
84 l l 
85 2 2 
86 9 9 
87 6 6 
88 10 10 
89 16 16 
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の竣工数と残存数とを年次別にみたものである。これによると， 89年までに




































竣工/予定 85年 86年 87年 88年 89年 90年 91年 92年 93年
発注者別 外 i邦 外:芋F> 外;邦 外!邦 外!邦 外 i邦 外 I邦 外:邦 外:邦
三菱重工 1 : 2 : 2 2 : 2 : 1 : 2 3 3 
石播重工 1 : 2 I 1 l l 1 : 3 1 
目立造船 1 l 2 3 2 : 2 4 I 3 
三井造船 : 1 1 : 2 l l 
川崎重工 l : 1 l 1 
住友重機 l 1 2 : 
日本鋼管 1 l 3 : 
佐世保重 1 l 1 1 I 2 : 
韓 国 5 1 12 9 8 B 3 
デンマーク 4 : 3 
そ の 他 1 1 : 

































7) r興銀調査JNo. 248， 1990年 4月。
8) rCOMP ASSJ 1989年11月号。
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第7表 VLCCの石油会社別長期用船 (8 5年 10月)
石油会社 船 王 船 名 船型 竣工年 型車司
日本石油 東尽タンカー 日 石 丸 36.6 71 • 昭和 海運 KINKO 25.7 72 72-87 
GLOBTIC GLOBTIC LONDON 47.5 73 73-93 
GLOBTIC GLOBTIC TOKYO 25.3 74 73-93 
WORLDWIDE WORLD NISSEKI 26.4 74 74-85 
WORLDWIDE WORLD HlTACHI 26.4 75 75-87 
東京タンカー 日 精 丸 47.6 75 • Bs 平日 海運 SATUMA 25.7 76 76-86 
出光興産 出光タンカー 赤 問 丸 25.3 74 • 出光タンカー 宮 田 丸 25.0 74 • 商船三 井 あるりあど 23.3 76 
飯野 海運 秀邦丸 27.0 75 78-85 
山下新日本 WORLD TROPHY 26.2 75 81-86 
出光タン力一 沖ノ島丸 25.0 70 
• 出光タンカー 大嶋丸 21.8 71 • 出光クンカー 高宮 丸 25.0 72 • 出光タンカー 徳 山 丸 25.2 75 • 出光タンカー 日 田 丸 25.3 76 • 出光タンカー 日 章丸 25.3 81 • 丸善石油 新和 海運 新燕丸 25.2 71 71-86 
新和 海運 豊 燕丸 23.3 73 73-88 
ジ・ライン FAIRFIELD S 22.9 76 79-86 
商船三 井 BACCA 25.4 76 81-86 
大協石油 共栄ヲンカー 太栄 丸 22目9 73 83-88 
共栄タンカー 共 栄 丸 21.2 71 71-86 
大協タンカー 東海丸 23.0 84 • 三菱石油 ジ・ライン ジャパンオーキッド 22.3 71 81-88 
ジ・ライン WESTERN CITY 23.2 75 75-85 
テ キ サ コ GEORGE GETTYII 23.3 73 
ア キ サ コ ]. P. GETTY 22.3 71 
ア キ サ コ L. A目 GETTY 22.3 74 
光汽船 りおほりぞんて 22.8 75 75-88 
日 本郵船 鳥取丸 23.7 72 








東 燃 INC ENERGY RESOURS 




東燃タ/明治海運 ENERGY GROWTH 
ゼ不ラ Jレ J 1 崎 汽 船 LOTUS 
日本鉱業 日 正 汽 船 日 王丸
日 正汽 船 日 晴丸
鹿島石油 日 本 郵船 常磐丸
商 船 三井 鹿島山丸
富士石油 日 本 郵船 高坂丸
西部石油 ン、， ライン BRIGADIER 
ンー， ライン ジャパンデージー
二菱商事 ン‘ ライン FAIRFIELD J 
富士興産 ン‘ ライン WORLD DUKE 
伊藤忠 ユ、ノ ライン EASTERN LAUREL 





23.3 73 79-86 
22.8 73 82-85 
25.5 74 74-88 
22.3 70 70-85 
25.4 72 72-87 
22.3 71 -85 
21.2 70 70-85 
24.8 71 71-86 
22.7 73 73-88 
23.4 73 80-85 
23.0 74 • 23.0 74 74-87 
22.7 75 72-87 
23.4 72 82-87 
23.3 73 85-87 
23.3 73 8]-85 
23目3 77 77-87 
23.4 76 77-88 
23.3 69 69-85 
23.0 76 76-86 
25.5 74 84-86 
23.7 75 75-85 
22.9 75 76-86 
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第8表 VLCCの石油会社別長期用船 (8 9年 10月)
石油会社 船 主 船 名 船型 竣/造工年船所 用船期間(備考)
日本石油 東京タンカー 日 精丸 47目6 75石播 4炉 (R決定)
雄 i羊海運 MOTOTAMA 25.3 74佐世保 86-94 
飯野海運 秀邦 丸 25.4 75石播 86-94 (R決定)
第一中央汽船 サンシャインリーダー 25.3 75石播 86-94 (R決定)
昭和海運 SATUMA 25.3 76鋼管 89-90 
商船=井 香取山丸 23.3 77目立 -90 
東京タンカー 東京丸 25.4 86三菱
• 日 本郵船 高松丸 25.4 87ー 菱 87-97 東京タンカー 日 石丸 25.4 88三菱
• 出光興産 出光タンカー 赤 間 丸 25.3 74石播 • 出光タンカー 宮 田 丸 25.0 74三菱 • アポロタンカー APOLLO SUN 25.0 76三菱 • JlI 崎汽船 FUJIKAWA 23.0 76川重 冬期のみナピライン WORLD DIGNITY 27.5 75 冬期のみ
出光タンカー 出 光丸 25.4 85石播 • 日 本郵船 回 ) 1 丸 23.8 85三菱 85-95 
商船三井 音羽山丸 23.9 86三井 86-96 
飯野海運 KAKUHO 25.4 86川重 86-96 
出光タンカー 松寿丸 25.3 86三菱
• 第一中央汽船 COLONBIA 26.1 89目立 89-91 出光タンカー 日 章丸 25.7 81石播 • コスモ 共栄タンカー TAIEIMARU 22.9 73石播 73-93 
商船三井 ORION TRADER 23.3 76三菱 -93 
ナピライン ALEZA 22.9 75川重 -94 
ナビライン 水祥 丸 22.8 76石播 -90 
コスモタンカー C. ANDOROMEDA 23.4 84石播
• 共栄タンカー COSMO GALAXY 23.4 86石播 86-96 共栄タンカー COSMOVENUS 23.4 86石播 86-96 
新和 海運 COSMO JUPITER 23.4 節目立 86-96 
ナピライン COSMO NEPUTUNE 23.4 87石播 87-97 
三菱石油 日 本郵船 DIAMOND QEEN 22.3 71三菱 -90 (R決定)
日 本郵船 鳥 取丸 23.3 72三菱 -90 (R決定)
ナピライン DIAMOND ORBIS 22.3 73三菱 -90 (R決定)
日 本郵船 DIAMOND MARlNE 22.3 74三菱 -94 (R決定)
124 (542) 第154巻第6号
ナピライン LONBARD 22.9 76石掲
菱油タンカー DIAMONDACE 3.9 88三菱
昭和シェル 商 船三井 PHOEN1X TRADER 25.5 76三井
大束通商 鶴洋丸 25.3 76=井
日 本郵船 時津丸 25.5 76鋼管
} 1 崎汽船 五十鈴川丸 23.4 87J11重
東 燃 明治・東燃タン 明泰丸 23.0 74三井
B i羊海運 伊勢丸 25.4 74石播
昭 手河口 海運 T. S. FORTUNE 25.4 76石播
東燃タンカー T. Y. DRACO 23.6 88石播
飯野海運 PACIFIC TOWER 23.6 関HYUNDI
ゼネラル ナピライン ジャ I(ンノ《イオレフト 22.9 
飯 野海運 パシフイックメモリー 22.9 
) 1 崎汽船 信濃川丸 23.7 
日本鉱業 日 E 汽船 NICHIO 23.9 
鹿島石油 日 本郵船 常磐丸 23.3 
商船三井 鹿島山丸 23.9 
富士石油 日 本郵船 TOKACHI 23.1 
日 本郵船 TAKACH1HO 23.6 
西部石油 ナピライン BRIGHTPUKE 23.7 
ナぜライン ジャパンデ}ジー 23.0 
ニ菱商事 ナピライン FAIRFIELDJ 25.5 
極東石油 商船三井 ARIAKE 23.5 
富士興産 ナピライン アジア丸 22.9 
九州石油 新和・日邦他 九石 丸 25.9 
注) 船型は万重量トンo.は自社船運航。 Rはりプレ スの略。
出所 rco~正PASSJ 1989年1月号。

































































































74 年 90 年
造船造固船ま会た社は
総各基社数の 主主ま 年!再義主 総各基社数の V造L基CC数建
石播重工 8 3 5.2 5 1 
JlI 崎重工 6 l 8.5 2 1 
佐世保重工 3 1 5.0 1 1 
住 友重機 4 1 5.5 2 l 
日 本鋼 管 6 1 7.0 2 1 
日 立造船 10 2 4.0 3 1 
井 造船 7 1 7.5 2 1 
菱 重工 14 3 6.0 6 1 
函館ドック 2 l 3.0 I 1 
韓 国 7 
西 欧 14 2.7 11 
そ の 他 5 
世界合計 28 31 
















11) rCOMP ASSJ 1991年1月.および『海運J1991年12月号。
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造船業との利害調整は，代替発注のタイミングを管理することをつうじておこ
なわれた。このようにして，各業界内部での再編成をともないながら，結果と
してそれぞれの部門が，相互に蓄積条件を提供しあう関係が再現きれていると
いえる。
おわりに
最後に，船舶の受注発注をめぐる海運業と造船業との関係をまとめておこう D
日本の海運資本は，現在では船舶発注にたいしてつぎのような方針で臨んで
いると考えられる。第一の課題は，海運市場に過剰な船舶が投入されることを
抑制するということである。自己の船隊については，既存船の代替建造を中心
にして船腹量の拡大を抑制している。それにたし、して， 日本の造船資本は建造
能力を抑制し，船価の安定と造船部門収益の確保をめざしている。その結果，
90年代には船価が上昇しているが，それは海運市場の活況のもとで過剰な船舶
発注(投機的発注)や途上国海運なと、の船隊整備を抑制する役割を果たしてい
る。日本の海運資本の船舶発注にかんする第二の課題は，自己の船隊更新を可
能なかぎり低コストで速やかに行うことである。これは日本の造船業との協調
した関係にもとづいて発注時期と船舶の市場価格の予測を管理することを通じ
ておこなわれている。いずれの点も，海運と造船との緊密な関係を前提してお
り，実際， 80年代を通じて両者の受発注をめぐる関係はきわめて緊密であっ
た"1。
本稿で分析したのは，日本の海運業と造船業との関係のうち両者の間の船舶
受発注をめぐる関係に限定されていた。広い意味での荷主との利害関係や船舶
金融，税制や海運政策などとの関係も-¥.くめた両者の関係の考察は，別の機会
に行いたL、。
】4) 1993年以降，日本の海運業による船舶の韓国など外国造船所への発注が頻発するなど，両者の
船舶受発注関係は，見直しを迫られている。この事態は，円高のいっそうの進行中韓国の建造能
力拡張による船価低落などの新しい条件のもとで生じている。
